
 

石巻市監査委員告示第１０号 

 

 

地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２３５条の２第１項の規定に基づき実施した

例月現金出納検査（令和２年９月分）の結果について、石巻市監査基準（令和２年石巻市

監査委員訓令第３号）第２４条第２項の規定により、別添のとおり公表します。 
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      例月現金出納検査の結果について（提出） 

  地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２３５条の２第１項の規定により、例月現金

出納検査を行ったので、同条第３項の規定によりその結果を次のとおり提出します。 

ついては、当該監査の結果に基づき、又は当該監査の結果を参考として措置を講じたと

きは、その旨を令和３年１月２９日（金）までに通知願います。 

 

記 

１ 検査の対象  石巻市会計管理者所管の一般会計、特別会計、病院事業会計、下水道

事業会計、各種基金及び歳入歳出外現金に係る現金出納状況 

２ 検査の範囲  令和２年９月分 

３ 検査の期日  令和２年１０月２２日 

４ 検査の場所    石巻市監査委員事務局及び現場 

５ 検査の結果   

(1) 関係諸帳簿及び証書類を検査した結果、執行状況は適正と認めました。 

(2) 各会計等に係る現金出納状況は、９月末日現在会計諸帳簿と照合した結果、それ

ぞれ符合し適正と認めました。 

(3) 令和元年度石巻市職員（牡鹿地区）健康診断に係る検診料の支払遅延について、 



 

著しく不適当と認め、別紙１記載のとおり指摘します。（総務部） 

(4) 未収金の管理・回収について、著しく不適当と認め、別紙２記載のとおり指摘し 

ます。（病院局）



  

（別紙１） 

 

指摘対象部局：総務部（人事課） 

 

１ 指摘事項 令和元年度石巻市職員（牡鹿地区）健康診断に係る検診料の支払遅延 

について 

 

２ 指摘内容 

  令和元年度に実施した上記健康診断に係る検診料（１，１７３，４９２円）は、石巻

市立牡鹿病院（以下「牡鹿病院」という。）が総務部人事課（以下「人事課」という。）

あてに実績報告書一式を送付した令和２年３月２３日から約６か月経過した同年９月

１７日に支払われた。 

人事課と牡鹿病院との覚書では、牡鹿病院が職員健康診断業務を完了した後、実績報

告書を人事課あてに提出し、人事課は当該報告書を受領した日から３０日以内に検診料

を支払うこととしており、本件支払に著しい遅延が生じていることに加え、本来、会計

年度において支出する経費の財源は、原則としてその年度の収入をもってこれを充てな

ければならない（地方自治法第２０８条）が、本件は、適切な時期に支出負担行為とし

ての整理や支出命令を行わなかったことで、昨年度に支出すべき経費の財源を今年度の

収入を充てて支出せざるを得なくなったものであり、著しく不適当である。 

今後は、会計事務の執行管理を怠らず、迅速な支払事務に努められたい。 

 

３ 補則 

人事課は、本件支払遅延に至った理由の一つとして、牡鹿病院発行の請求書が人事課

に到達したか否か確認できない旨を主張するが、今回の支払遅延は、人事課が実績報告

書を受領した時点で、実績報告書に請求書が添付されているかの確認や支払いに必要な

処理を怠ったことに起因している。 

  



  

（別紙２） 

 

指摘対象部局：病院局（石巻市立牡鹿病院） 

 

１ 指摘事項 未収金の管理・回収について 

 

２ 指摘内容 

  令和元年度に実施した石巻市職員（牡鹿地区）健康診断に係る検診料（１，１７３，

４９２円）は、石巻市立牡鹿病院（以下「牡鹿病院」という。）が総務部人事課（以下「人

事課」という。）あてに実績報告書一式を送付した令和２年３月２３日から約６か月経過

した同年９月１７日に支払われた。 

  人事課と牡鹿病院との覚書では、牡鹿病院が職員健康診断業務を完了した後、実績報

告書を人事課あて提出し、人事課は当該報告書を受領した日から３０日以内に検診料を

支払うこととしていた。 

牡鹿病院では、請求書を送付してから約３０日を経過しても支払がなかったため、人

事課へ検診料を支払うよう督促の電話をしたということであったが、電話督促の記録は

作成されておらず、また、電話督促後の支払いの確認を怠り、回収が確実な未収金を長

期にわたり放置したものであり、これら一連の未収金の管理・回収は、著しく不適当で

ある。 

今後は、遅滞なく正確な事務の執行に努められたい。 

 

３ 補則 

今回の事例の検討に際し、牡鹿病院における未収金の管理・回収がどう行われている

か確認した。事例は異なるが、平成２５年度及び平成２８年度の定期監査においても未

収金の管理に関し指摘しているにもかかわらず、現時点においても適正な水準に到達し

ていないと認めざるを得ず、十分な改善が見られないことは大変遺憾である。 

以下、牡鹿病院における不適正な事例や改善を望む事例を例示する。 

(1) 未収金管理台帳 

牡鹿病院においては、外来患者・入院患者で未収金が解消されていないものに関

し、定型的な未収金管理台帳を作成しているものの、次の点で未収金管理台帳とし

て不適正である。 

   ア 名寄せせず年度ごとに未収金管理台帳を作成する取扱いとしている（同一人に

ついて、複数の台帳が存在し得る。）。 

   イ 消滅時効の起算点となる診療日（債権発生日）の記載がなく、「〇〇年度」とさ

れているものがある。 



  

   ウ 処理日の記載が、単に「〇月〇日」とされているものがある（何年の処理か分

からない。）。 

   エ 債務者の生年月日、住所、連絡先等の基礎的な情報が記載されていないものが

ある。 

   オ 未収金管理台帳が最新の状態でない（情報が更新されていないものがある。）。 

(2) 未収金管理・回収の手引き 

牡鹿病院は、未収金の管理・回収に関する手引きを作成していない。 

時効管理、また、破産や相続が発生したときの管理・回収方法については、一定

の知識や経験が必要であるが、定期的な人事異動もあり、部署としてこれらの知識

や経験を維持するのは簡単でない。 

よって、人事異動の影響を受けず、職員が正しい知識を持って、適正、効果的に

未収金を管理・回収できるように、管理・回収に関する処理手順をまとめた手引き

の策定とその適正な運用を求めたい。 

  (3) 督促等 

    平成３１年３月に未納者に対し、書面による支払いの督促をし、一部の未納者か

ら支払いがなされたが、令和元年度及び令和２年度においては、書面による督促は

行っていない。 

未収金の回収は、一度督促を送付すれば終わりではない。この点については、「監

査結果に係る措置について」（平成２８年７月１日付け石病管第８０号）で自ら措置

として講じた旨を監査委員あてに通知しており、既に理解のことと思われるが、実

行が伴わなければ意味がない。 

  (4) 回収の見込みのない未収金 

(1)エでも示したが、未収金管理台帳に生年月日、住所、連絡先等の基礎的な情報

が記載されていないものがあり、このような債務者に係る未収金の回収は、現実的

には不可能と考えられる。今後もこのような未収金を債権として管理し、財務諸表

上、資産として計上することが適当であるのか、検討願いたい。 

 

 


